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令和８年 1 月２８日（水） 地域懇談会(井ノ口公民館)質疑応答 発言録 

町民A まず、その規模感で町の歳入との兼ね合い、町長この辺どのように見ておられるのか、そ

の中で、何点かちょっとこれから質問しますけども、10ページを見ていただきましょうか。 

この中で地方債が約 20億円。要するに町民からの支出で賄う地方債ですよね。 

これが、町民全体へ 1人当たりどのぐらいなのかちょっとわかりませんけども、これが負

担になってくると。その中でこの地方債の償還期間をどのぐらい設けておられるのか、その

利払いの予定、その辺わかれば、想定で結構ですので、まだ、地方債の発行についてフィッ

クスされてるとは思いませんけども、どういうふうに想定されてるのかっていうのを一つ教え

ていただくのと、それから基金の中で、公共施設建設、これ、ちょっと積立てではないかと思

うんですけども、いきなり 10億が取り崩されてると、こういった中で、この基金、その後、町

のインフラ、当然公共施設に関わる部分、学校だとか、ほかにいろいろございますよね。 

そういったところでどう賄っていかれる御計画なのか、それと基金が 9.8億取崩したあと

残高どのぐらいになりますか。 

その後の計画等見ておられますか、というところをひとつ教えていただきたい。 

それからページでいきますと、幾つか町の構想の中で、この建物をどう使っていくかって

いうところもございましたけども、先ほど、防災倉庫を別途をつくるとありましたけども、特に

中村の方中心になろうかと思うんですけども、避難場所としての機能を充実させるために、

この中にも、防災施設とか、備品、そういったものも大いに用意していただいて、町の人がそ

れをすぐに何かあったときに使えるように、準備を整えていければということで、防災倉庫と

いうことだけで説明がありましたんで、この建物の中にも有効活用出来ますよというような

ことをちょっと考えてみてください。 

それから、先ほど地方債の償還期間に関わる長期のプロジェクトですよね、プロジェクト

をスタートする際に、先ほど令和 6年度末に１回パブコメとりましたという話がありましたけ

ども、このプロジェクトを進めていく上において、町民の方に向けての KPI、要するに、この

プロジェクトのキーパフォーマンスインデックス、例えば、施工期間がずれるとかね、それか

ら金額がふえるとか、そういったところ、幾つかキーとなるものを用意して、それを重大性の

観点からって言ったらいいのかな、金額、期間、そういったところを想定しながら、それを超

えた場合には、住民にパブコメをとるというようなことを行政に反映していただいたら、ちょ

っと見える化が図れるんではないかなというふうに私思います。 

→町 それでは幾つかお金の関係の御質問ありましたので、財政担当に、また防災倉庫につい

ては、生涯学習課が担当しておりますので、その点をお答えします。 

→町 

 

 

 

今起債、借金のほうの関係で御質問がございました。 

今回 19億 1000万ほどの借金をするということで計画を出させていただいております。 

現在の想定利率ですと、2.25％の利率で、20年間で返済をしていくということを見積も

っております。 

19億借りて、利息がおおむね 5億ぐらいかかりますので、おおむね返済額は 24億少し

の金額を返済することになります。 
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基金の残高のほうなんですけれども、今回基金で 9.9億を取り崩す、9.8億プラス

1000万というのが、森林環境譲与税というこれもまた別で基金を組んでおります。これは

合わせて二つで、9.9億円という、基金を取崩します。 

現在町のほうで保有している基金なんですけれども、おおむね 32億ございます。 

今回その基金が 32億のうち、公共施設の建設に充てるための基金というのが 10億ご

ざいます。今、公共施設の建設に充てるために積立ててきました、10憶の基金をほぼ使っ

て、この施設を建設するということになります。 

残りが財政調整基金というものになります。 

これは特定のものをつくるためのものというより、町の財政需要に応じて、例えば歳入が

不足したですとか、突発的な大きな支出が発生したというときに、取り崩すための基金とい

うものになっております。 

22億の貯金のほうは留保して、こちらの施設を建設する予定としております。 

→町 建物の防災上の機能、そういうところの観点からのお尋ねかなというふうに思ってます。 

こちらの建物については、今の地盤面から 1メートル程度盛土をして、その区域が、

1000年に 1度と言われる浸水から、その建物自体がそういったリスクを軽減できるように

ということでかさ上げをしていきます。 

1階は多目的ホール、2階が図書ですとか企画展示ゾーンにしてますので、町の財産で

ある本ですとか、貴重な歴史物、こういったものが、仮に、万万が一そういうふうなことがあ

っても、喪失しないというような形で、レイアウトをさせていただいています。 

多目的ホールについては、指定避難所ではないんですけども、一時的に町民の方が身を

寄せてここで安心して過ごしていただくというようなためのスペースとしても、御利用出来ま

すし、２階の和室のほうにも、安らいでいただくというふうな形で、平時と有事の機能の使い

分けといったところで、そういったものもできればというふうに考えてございます。 

また、非常発電装置も備えて、仮に停電等になった場合でも、72時間は、つまり 3日は

稼働できると。今言ったその多目的ホール、和室、それからトイレ、そこにつながる廊下回廊

等は、電源を確保する。ですのでパソコンとか、あとは多目的ホールでも、100％ではない

んですけども、3分の 1、3分の 2 というような形で、ある程度空調も効いた中で、7２時間

は、そういった形で対応ができるというような形で今、設計とか設備のほうは検討を進めて

います。 

また、みんなの広場といったところも、建物と一体での活用ということで、いざという時に

は、避難していただくとか、あるいは先ほど言ったコミュニティーカフェ等を通じて、平常時

は、皆さんがここで憩いだり、くつろいだりということがあるんですが、非常時にはそこをベ

ースに、炊き出しとかっていうな形も、考えられるということで、平時有事の使い分けという

ものを、この広場の中に落とし込んでいるというような状況です。 

また、止水板というようなものも、簡易ではあるんですけども、そういったもので町民の方

が避難したときに、安全が確保できるようにというな形で、一応設備のほうも備えていくとい

う計画で今のところおります。 



3 

 

→町 地方債の償還につきましては、毎年の予算の中で動かしていただいているところもござい

ます。 

ここが伸びたり縮んだりという部分については、特にそこでパブリックコメントを設けるか

っていうのは、そういったケースがあるということでお話しいただいたのかもしれませんが、

改めてそちらのパブコメが必要かどうか検討させていただきます。 

また、施設としての KPI ということもお話しいただいたのかと思います。これは、補助金な

んかの対象の中で幾つか設定をさせていただいています。 

それに回答できるようであれば、お願いをしたいと思います。 

→町 今回の整備に当たって、国庫補助金という形で補助金を見込んでございます。 

一つは防災安全交付金ということで、防災安全面を充実していくという、側面の交付金、

それから、地域未来交付金という名称で、地方創生、地域が自立し活性化していくために活

用するための補助金ということで、その二つの補助金を、今獲得をしていくと。 

今町長が申し上げましたその地域未来補助金のほうにはですね、実際整備をした後、こ

こが本当にそういった目的の効果を達成できるのかといったところを、数値、毎年検証して

いくというような形で、一つは、ここのみんなみんなの広場を含めた交流人口の増加、その

中の機能をどういうふうに、どれだけの人が使っていくかっていうような形で、KPI という指

標を設定し、それを町だけではなく、多様な、産官学金の、地域の人を交えた中でその KPI

が達成出来ているかどうかというものを今年度検証していくというような形で、補助金の、

それもセットでですねそういうことをしたこと。 

ということで、補助金のほうを得られるというような形で、今、制度としては考えてござい

ます。 

町民A つくった後のフォローアップも大事だと思いますので、そこはパブコメという形ではないに

しても、町民の皆様、それから関係者の方々に、速やかに伝達できるような手段を考えてい

ただきたい。 

聞けなかったんですけどもこの規模感については町長どのように考えておられますか。 

→町 歳入、歳出含めて 40億という数字が町の 1年間の予算規模と同額ではないかという御

懸念あるというふうに思っております。 

建物について考えていく中では、まず、予算もちろん、福祉や教育様々なものでやってお

りますし、また、インフラ整備もやる中で 49億前後の予算が出ております。 

そこに新たな建物を建てるという中では、今回、財政、町債のほうが 1億 4000万円と

減っております。 

それが向こう 5年で返せることが出来ますので、このハードとして、町債で借入れをする

ことによって、それについては、一気にそこで全部、お金を用意するのではなく、後年度負担

も含めながら、20億円という町債を設定させていただき、それを返済していくという、プラ

ンを立てさせていただいています。 

その上で、財政的には平準化し、今回補助金等も活用しながら動かしてまいりますので、

規模感としては非常に大きい金額が動くというふうに見られると思いますけれど、ここの表
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にもあります通り、次のページの表にもあります通り、年間の費用は現状としては一般会計

というところから、1億円至らない金額を使いながら、全体としてのサービスは落とすことな

く、この建物が建てられる状況を用意したところでございます。 

ですので、金額的には大きいですが、規模感としては賄える、額であるというふうに私ど

もは理解して取り組んでおります。 

町民A 賛否両論あろうかと思いますのでよく話を聞きながら進めていただきたいと思います。 

町民 B 単純に心配をしてるということは、20億ぐらいの借金をして、返還は 10年間で返してい

きますと、学校の老朽化っていうのが多くある。 

学校のことについて、僕は教員をやってましたから、待ったなしだって思ってるんですよ。 

例えば、今年度生まれた子は、中村井ノ口合わせて 19人とか、ごめんなさい、その辺が

間違ってるかもしれないけど、そのぐらいのことを聞いたことがあるんですよ。で、ということ

は、両方合わせて 1クラスやっとじゃんと。 

昨日も町長さんは複式学級とかっていう、やる前にということをおっしゃって、次年度から

そういう話をするんだということなんですけど、そうなると子供たちも減っていくという中で、

中村小と井ノ口小学校の統廃合なんかもそれを待ったなしだと思ってるし、今日たまたま会

った中学生に聞いたら、ある教室がちょっと変なにおいするんですって言うんですよ。 

だから、この財源の説明はこの施設をつくるため、お金を借りてやりくり出来ますよという

説明は昨日も聞いたからそうかと思ったんだけど、老朽化の学校の問題、子供たちはこの町

の未来だと思ってるんですよ。 

この借金を誰が返していくんだよって言ったときに、私の息子も行きましたし、後は孫だけ

れども、そういう人たちにツケが回っていくというのが一つね、単純な心配。 

それと今言った話合いを 8年度やっていきますよという、町長さんが心配で心配でしょう

がないんですよ。 

この建築事業と関係なくなっちゃうけど、例えば、小中連携とかっていうようなことを考え

るような時期だと思ってるんですよ。そうなると、やっぱりまたお金がかかるんですよ。 

どうすんですか、また借りるんですか、どこで返してるんですか。 

今の改善センターが使い勝手が悪いことは重々承知している。だから何か取り換えると

かという意見には賛成なんです。 

基本的にはこんなのつくっちゃいけないとか全然思わない。 

だけど、町全体の学校の老朽化を含めた、その計画というんですか、これは 10年間で返

すよという計画は分かるけれども、じゃあ学校どうするということを、きちんと示してもらわな

いと、これをオーケーとかって簡単に言えないのが正直な気持ちなんです。 

ですから、そっちのほうもきちんと進めていただきたいし、そういうふうにやってもらわな

いと、全体像が見えてこない。 

昨日だと、これを早く片づけて、学校のほうをやりますよっていうようなそんな抽象的な説

明だと僕は思ってます。 

今の時点でそういうことがある程度固まってらっしゃるのか、ちょうど教育長もいらっしゃ
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るんで、そういうのがあるのかどうなのか。なければ、ゼロから出発なのか、そういうことも

含めて。もし答えられなければいいです。 

→町 私もちょうど中村・井ノ口の校長をやってましたので、児童数が減っていくのは実感をして

いたところで、行く行く統廃合ということも校長時代には聞こえてきてたのが事実です。 

実際この立場になって、いろんな町民の方からそういった話も聞こえてきてましたけども、

実際にはもう来年度から学校の在り方検討会、ちょっと名称はわかりませんけど、そういっ

た組織を立ち上げて、今の町立の１中 2小学校をどうしていくのかっていうのを検討してい

きたいと準備しています。 

それがほかの自治体とかを見てますと、大体 2年か 3年ぐらいかかっています。 

ちょっと聞くところによると、昔、中村村と、井ノ口村があって、合併した町なので、なかな

か小学校は難しいよっていうのは伺ってましたので、そこが難航するのかなと思ってます。

ただ、皆様の今の意見を十分聞いた中で今の学校をどうするのか、小学校だけを統合して

中学校をベースに残すのか、あるいは、子供の数が減ってますので、施設を一体化にして、

小学校と中学校を 1か所にまとめるようなものにするのか、あるいは小中一貫校とかありま

すけども、そういったものが中井町の子供たちに、何が 1番いいのかっていうのを 2年 3

年で十分検討していきたいと思ってます。 

実は、来年の組織を立ち上げるのに際しまして、今年度他の自治体に視察に行かせてい

ただいております。 

長野県の周防町であるとか、既に統廃合をやった自治体のほうに行かさせていただきま

して、その前のプロセスであるとか、今の実態で、どういうふうな成果や課題があるのかとか

をちょっと整理をさせていただいておりまして、うちの町がどのように進めていったらいいの

かというのを今進めているところです。 

その統廃合についてはこうですって事は今言えませんけども、もうちょっとお時間をいた

だきまして検討する機会を与えてもらえたらと思っているところです。 

それから先ほど、中学生がちょっと臭いなんて話がありましたけども、私も学校のほう、月

1ぐらい視察に行っていますが、職員のほうからもトイレの臭いがしてくるというところで、

我々も既にもうわかっていて、もう業者のほうにも修理依頼をしているところです。実際に

は予算化もしてありまして、今年度中には臭いは解決するような方向で準備を進めていると

ころになります。 

町民 B わかりました。 

財政のことが心配なんで、そちらのほうどなたか。 

→町 学校の建設となりますと、文部科学省のほうから補助があるという理解をしております。 

今日は学校の経営、統廃合して、検討する、費用なんかをはじく教育課の職員がおりませ

んので、当課のほうで承知してる範囲だけでお答えさせていただきます。 

やはり学校の統廃合となりますと、国のほうも補助が手厚くなります。 

おおむね事業費の 2分の 1程度の、補助がという話があると思います。 

例えば 50億の費用がかかったとすれば、25億円が国費のほうで補助、あと残りを今回
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と同じような形で、借金、起債というような形で、おおむね 23億ぐらいの借金をするのかな

と考えております。 

残った費用を、例えば町の今ある貯金を当てたりですとか、そういう形で費用を手当てす

ると思います。 

この学校統廃合に対する借金につきましては、返済時に国のほうからまたその返済につ

いても、ある一定程度の補助が受けられるという仕組みになっておりますので、比較的財源

的には楽になるのかなと考えております。 

ただ、今教育長が話しましたようにまだ方向性も、場所も何も決まっていないという状況

の中で、具体的な金額、返済額等をお示しすることは出来ないんですけれども、そのような

形で国のほうで手厚い制度を整え中ということをお伝えさせていただきたいと思います。 

町民 B なぜそんなことをしつこく言おうとしてるかっていうと、例えば、昨日の中村地区の懇談会

の中で、生涯学習センターの管理費はっていう質問に対して 2500万と回答があったけ

ど、それには人件費入りませんでしょ。これからどういう人たちを配置するのかというような

ことを含めると、それもなかなか難しいんだろうなと思いながら、人件費はどのぐらいかかん

のかなっていうの。 

あと、この設計図は吹き抜けで 2階で、空調、この真夏に何かをそこでやろうとしたとき

に、どのぐらいの電気代がかかっちゃうのかなとか。 

結構暑くなっちゃうのかなとかって素人はそう思っても、空調でって言われる。そういう維

持費がかかっちゃうのかなというのが心配なんですよ。要するに管理費ですよね。 

どしゃれた建物なんだなと思うけど、どこかが壊れましたっていうときに、しゃれた建物に

なるほど、修理代ってすぐかかるんですって。 

だからもっとシンプルで、お金のかからないもの、修理代やそういうものがかからないも

の、そういうのを考えてもいいんじゃないかなって。そうすると、今言ったような心配も少し

ずつなくなるのかなと。 

例えば学校統廃合とかってなったとしたときに、統廃合して学校の数が少なくなったら経

費は安くなるじゃねえかって単純に思ってたら、やっぱりそうじゃないんですよ。 

だって小学校がなくなった地域はみんな反対です。孫や子供が遠くに行かなくちゃいけな

いってなると、スクールバスとかを手配しなくてはいけない。心配をしてるということで、お金

がかかるよということを言った。 

町民 C 今、話あった学校の話なんですけども、この建物建てた後に、建て替えができるって言っ

てたんですけど、その根拠となる書面とか、データ的なもの、資料とかってあるんですか。 

ちなみにうち今、子供が中学校に通っていて、部活を格技場でやってたんですけど、そこ

が耐震老朽化で使えなくなって、今空き教室で、部活動やってるんです。使えなくなるって

わかってて、なぜこの生涯学習センターのほうを先に建てかえるのか。 

建て替えが使えなくなるってわかってたところ(格技場など)を、なぜ先にやらないのかっ

ていうのを聞きたい。 

あと、この懇談会、時間が夜 7時ぐらいだと思うんですけども、学校の保護者、子供を抱
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えている方、多分 1番忙しい時間帯だと思うんですよ。 

それをね、土曜日とか日曜日、もしくは SNS とか、リモートで何でやってくれないんです

か、その辺もちょっと教えてください。 

→町 今回も、SNSやネット中継が可能かということは、1回トライはしたんですけれど、残念な

がら今回は記録のみにさせていただいたところです。記録というのは、文字上の記録になっ

てしまいますが、という判断をさせていただきました。 

また、2回目に関しましてはお昼開催も予定していますので、可能な限り出られる状況を

つくってまいろうというふうに思っています。 

今回やりました結果は、記録としてしっかりとホームページに載せさせていただこうという

ふうに考えております。 

学校については、過去 5年来、約 2億近くのお金をかけさしていただきながら、修繕には

入っております。 

その中で、やはり老朽化がございますので、可能な限り、授業に支障のない、あるいは、ク

ラブ活動に支障のない形の取組をさせていただいています。 

具体的には、来年度、体育館に、エアコンを設置させていただきます。また、格技場につい

ては、柔道施設を、体育館に移動する予定です。 

そこも含めて、子供たちの不便がないように、今、工夫をさせていただいているところで

す。 

もし教育長のほうで補足があればお願いをいたします。 

学校のほうにもしっかりとお金をかけさせていただきながら、次の段階に向けての、取組

を進めてまいろうというふうに考えています。 

昨日も申しましたとおり、複式学級になってからではなく、もう来年度から検討をさせてい

ただくというふうにも前倒し、でも、やはり町内合意をしっかり取付けていこうという中で、

時間もかかると考えています。 

その間、子供たちが快適に過ごせるように、エアコンの設置や、様々な修繕をさせていた

だいていますので、御理解いただきたいと思います。 

→町 学校施設について、一部補足説明させていただきます。 

エアコンもそうですが、実はプールのほうも大分老朽化しておりまして、中井中学校のほ

うはもう使えない状況で、もう直しても相当金額がかかって無理だろうということと、あと近

隣の中学校は水泳の授業をほぼやってないので、そういったことを考えれば、しょうがない

のかなというところと、小学校については、井ノ口は何とかもっているんですけど、今年、中

村小学校のほうがやっぱり排水のほうが壊れまして、プールの水が日に日に減っているとい

うような状況もあるし、やはりこの修理も、金額が大分かかるというところで修理は難しい

と。どこが漏れているかもわからないので、プール壊して調べないとわからないということな

ので、来年度は熱中症の関係もあるので、外部委託を考えて今進めています。 

中井町内じゃないですが、近隣のスイミングスクールのほうに行かせていただいて、そち

らで水泳の授業をやるというところで、施設が無理なところについてはそういった形の中で
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の対応ということで、子供たちが最善の学習環境ができるような形の中で、検討はさせてい

ただいています。 

また先ほど、格技施設のことが出ましたけども、本来柔道は格技場でやるとこなんです

が、老朽化が大分ひどくて使用禁止になってますので、大きな教室を改装してそこを運動場

にしようという計画があったんですが、業者のほうから適さない、変えたとしても下に振動が

かなり響くとか、そういったことでそぐわないというところで、致し方なく、体育館のほうに新

しい畳を購入して、ストッパーでとめてやるという苦肉の策を、来年度からとるところです。 

卓球については人数が少ないということもあって、空き教室とか広いスペースがあるとこ

ろで活動できるだろうということで、そこは御容赦いただきたいというところです。  

学校施設の現状を３校とも踏まえた中で、なにを優先的に修繕、どんな形で対応していく

のかっていうのは、今年の予算の中でも大分もませていただいていました。 

やはり生涯学習施設でお金がかかるということであっても、子供たちにその関係で不自

由させることさせるとはいかんというところで、子供たちが気持ちよく学校生活できる環境を

整えるというところで、来年度予算も調整させていただいているところですので、そのことを

御理解いただきたいと思います。 

私も予算査定に出させていただきましたが、3校とも今の困ってることについては何とか

対応できるような措置、修繕、いろいろ対応させていただいておりますので、御理解いただ

ければと思っております。 

→町民 D 話をお伺いしてますと、建て替えを前提にした話をされてるように聞こえてしょうがないん

ですよ。 

正直言いまして、億っていう金額が軽々しく流れてるような気がしますけども、これはもう

大変な金額なわけでして、8,800人の町に、41億の建物を建てる理由がこの 7ページに

書いてあるバリアフリー、老朽化、不便だから、この三つで、誰がこれ不便だって言ったんで

すか。 

バリアフリーについて、エレベーターや多目的トイレがないと。エレベーターだけをつくれ

ばいいじゃないですか。多目的トイレがないならつくればいいじゃないですか。 

老朽化について、私の家が全く同じときに建てました。雨漏りするの当たり前ですよの。シ

ーリングが劣化すれば、40年たてば雨漏りするんですよ。 

今迫ってる、南海トラフの地震を考えれば、どう補強しなきゃいけないかとか、そういうこ

とを論議するべき。 

それと、三つ目が不便。多目的ホールのイスの出し入れが増えたから 41億。図書館の新

たな図書の空間のために利用しようと 41億。今学校の話がいっぱい出てたじゃないすか。

そっちに向けることだって可能なわけでしょう。もっともっと必要なことはいっぱいあります

よ。 

で、この中井町、非常にアクセスが悪く、不便なんです。私の娘、私が逝っちゃったら中井

町を去るって言ってます。その理由は、今横浜に勤めてます。バスのアクセスが非常に悪い

もんですから、二宮の駅に駐車場を借りています。私の車で二宮の駅に車を置いて、電車
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で行ってるんです。帰りの時間は不規則でわからないわけです。するとこっちに帰ってくる

ので大変、バスで帰るとき、たまにいっぱいひっかけて帰るのに、バスに乗るわけです。そし

てこっちに来る頃には、バスに誰も乗っちゃいないと。そういう状況なんですよ。 

中井町に人を増やすというのに、この生涯学習センターを新しくしたら人が集まると思い

ますか。 

そうじゃないんですよ。やっぱり働く場所があるから人も集まってくるし、その町に行きや

すいから行くんじゃないですか。 

昨日話に出てましたけど、中井町の中央公園はいいです、本当に中井町をアピールして

いて、私もパークゴルフ好きだから年中行ってますけど、あそこに来てる人は、秦野とか、周

りの人がいっぱいいるんですよ。それはそれで、まちの活性化につながるからいいと思うん

ですよ。 

いいと思うんだけど本当に、この建物をみんなが望んでいるかどうかっていうことをやっ

ぱり考えてほしいなと思います。 

私の経験で、いったん業者に設計とかいろんなことをやらせると、途中から急遽順延とか

中断したこともあるんですよ。非常に 1番つらかったです。業者とのやりとりが、話を進めて

いて、それで途中なくしちゃうんですから。だから今回のこれでもそうなんですが、初めから

ね、私もどっちかって言ったら町の資料はよく見てるつもりです。それでもこの建て替えって

いうのはどれほど情報が来たんですか。 

月に 1回自治会から、組資料、活字がバーッとあっていろんなことが載ってますよ。 

ただ要点を突いたものじゃないから、こんなことを知らない町民がいっぱいいます。 

月に 1度ぱっと来るんですから、老眼鏡探してる間に、みんな面倒くさくなって読まない

んですよ。 

そういうふうな中で展開したからっていうことなんですけども、今さらここで町が中止する

っていうのはね、業者にここまでコンサルタントやらしてきてとか、そういうことも一部には考

えておられるんじゃないかなと。 

だけど、これだけものだったらもう 1回立ち止まって、検討する時間はあるわけですよ。今

から検討できるんですから。学校がここまでの状況になってるんだったら、バリアフリーと老

朽化と不便だからっていうことだけだったら、みんなともう一度戻って検討して、これよりも

学校のほうに費用をかけるべきじゃないかとか、中井町のアクセスの便利さ、土曜日曜日に

行きたいところ行けない高齢者が私の近くにいっぱいいます。オンデマンドバスも動かない

んですから。 

そういうふうな状況も踏まえて、町民の全員の意見を聞くようにして、検討いただきたい

なと思います。 

町民 E 先ほどから皆さん言われましたとおり、建設ありき、これをやんなきゃ駄目なんだと。 

いうことがまずあって、それで皆さんどうですか、というような話だけなんですよね。 

まして、要は役場周辺の再開発だとかいうのは昔から出てたわけですよね。 

バス停がどうのこうのとか、いろいろありましたけど、要はもう予算ありきで、本体工事が
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26億 6000万かかりますよと。なになにで幾らかかりますよ、ただ言われるだけ。その根

拠ってなんですか。それと、まちの広場をつくるだとか、本屋みたいなところをつくるとか、本

なんか利用する方いらっしゃるんですか。 

今井ノ口の公民館でもう本貸出してますよね、何人利用者がいらっしゃるんですか。 

それをもっと大きくしたからって、何人の方が借りるの。今もうみんなスマホで本だとか読

んでますよね。 

そこまでして、なぜこの計画を実行しなきゃいけないのか、先ほど前の方が言ってらっしゃ

いましたけど、もう一度立ち止まって、町民の意見なりを聞いて、要は町民投票をしてもい

いと思うんですよ。 

一方的に、これは幾らかかります、これは幾らかかります補助金が幾らですよ、当然補助

金が出るんでしょうけど、借金は 19億ですよと、単純に、全部で 24億ですよと借金は 10

年間ですか、5年間ですか。20年間。じゃあ、そのお金でどうすんのと。 

その中でどんどん人口減ってるわけですよ中井町ってそうですよね。減ってるにもかかわ

らずこんなにこの整備のために、要はこんなにお金をかける必要あるんですか。 

それとあと全く言われてないのが、それをやるための維持費ですよ。 

1年間にどれがかかるのか、公園だってそうじゃないですか、野球場だって、維持費に幾

らかかってるんですか一体、赤字でしょ全部。 

この事業やって、絶対赤字になりますよ。こんな建築計画してたら。 

何でここまでこんなしゃれたデザインしなきゃいけないの。正直な話、だれが設計やってん

の。 

もう少しねえ、中井にあった、現状を踏まえて、ちゃんとそういうものをつくってくれない

と、やはりこれだけかかりますよと。建築費もこんなもんでしょうけど、誰がそれ建築費見積

もってるの。 

それとあと、改善センターにあれがありますよねなんか、模型みたいなのが、あれは幾ら

かかってるんですか。タダなんですかね。 

ちまたでも１億かかったとか、何千万かかったとか言われてますけど、幾らかかったんです

か。 

こういう建物が必要か必要じゃないかというのは、全体的に町民の意見のね、総意を見

なきゃいけないんだろうから。1年の予算使うわけですよね。それだったら、ちゃんと、町民

投票でもやって、賛否をとるべきですよ。それが町の立場なんじゃないですか。 

私はそう思います。 

→町 今回出していただきました御意見は改めて、持ち帰らせていただくところもございます。 

その中で 2月に、再度またこういった形での御報告あるいは会を開きたいと考えています。

今伺いましたわいがやサロンの中から、その最中にそういった、疑問視する声というものが、あ

ったというところを、改めてちょっと、どのように受け止めてきたのかっていうのは、検討し、確認

をさしていただきたいというふうに思います。 

今即答出来ません申し訳ないです。 
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町民 J やっぱり先ほどからはわいがやサロンについてというのがすごく皆さん気にされてるところだ

と思いますし、今回の計画が、これまでのスケジュールを見ても、重要な決定をするための重要

な機関っていうのがしっかり設けられてないなっていうふうに思うん。 

その中で、このワークショップをやったので、皆さんの意見を聞いたんでやって進めてますって

いうふうに言われている印象がすごくあるんですけど、まず何か、その大前提というか、わいが

やサロンに参加してなかった人と参加した人と、わいがやサロンで実際何か話されて、何か話さ

れてなかったのかっていうのは共有しないといけないんじゃないかなっていうふうにも思います

し、ここにこられてる中にも参加した人もいれば、それには行かなかったけど気にはしているもち

ろんあれ全員に声はかけてるけどもうみんながいけたかっていうと、そんなのは難しいと思いま

すしあれだけで聞けたっていうのは、ちょっと雑だなと思ってまして。 

私も参加してたんですけど、全部ではないですほぼ参加させていただいて、その中には予算

とか規模とか、それちょっと具体的な話はほとんどがなかった。 

ないまま、何が欲しいとか何をやりたいですかという夢を語る場だったっていうふうな印象

で、それはすごくいいことだとは思うんですけど、そういう意味では、そのわいがやサロンをやっ

たっていうだけでね、年間予算 50億の中井町が 40億の事業をやろうとしている、この事業を

町民のワークショップをもって決定しましたって言っちゃっていいんですかっていうのはすごく参

加してた者としても、あれで決めたって言われて、お母さん、あんとき、何も言わなかったのって、

後で言われちゃうんじゃないかなっていう不安さえあります。 

なので、ちょっとその町としてはわいがやサロンっていうのはどんな位置づけで考えているの

かっていうのはちょっと 1回明確にして、参加してなかった人にも意見を求める場は絶対必要で

すし、ちゃんとした公式な、みんなが納得できる決定機関っていうのをしっかり設けてないってい

うのがすごく怖いなと私は思うので、その辺りの町の認識を聞きたいなと思います。 

町民 F これで 3回目の懇談会ですね。3回を聞いてる中で、質問をされてもただ聞いてるだけ

なんで、もしどうしてもやりたかったら、最低限この 2名のコンサルさん、それと、建築士、設

計士さんを交えて懇談じゃなくて、説明会を開いてほしい。 

どうしてもやりたかったら、ぼくは反対なんでいいですけど、それを開いてから、皆を納得

させればできるかもしんない。開いたことによって、反対者が増えるかもしんない。 

それともう一つ、時間がないんで皆様でいっぱい話されることあると思うんで、短くします

けど、先ほど 1メートルのかさ上げでね、避難場所ができます。 

例えば松本比奈窪が水没になりましたって、建物には水が来ないけど、どうやってそこま

でいくの。建っちゃいけないとこに建つような計画になってると思いますし、懇談会じゃなく

て、説明会を開いたほうがいいんじゃないかなと思います。 

答えはいいです時間ないじゃない。 

→町民G すいませんお金のこととか何も一切わからないんですけど、例えばこの 30何億っていう

お金を今意見が出た中学校の老朽化してるところの建て替えや、小学校一つにするって言

ったときに、スクールバスを出すとか、そうした建て替えに使う、子供が大事だって言ってる

んだったらなおさらのことだと思いますし、子供だけじゃなくて中井で、ごめんなさい、こんな
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言い方したらすぐ悪いんだけど、やっぱね、高齢の方も多いじゃないですか。 

震生湖のほうもバスが走らなくなりました。運転手がいないからこれから、路線が減るか

もしれない。そういったときに、もうその地区に住んでる人はもう車が運転出来ない免許返

納しちゃったって言ったらどうすんの、買物とか何も行けなくなっちゃいます。 

だからそういうためにも、今言ったオンデマンドバスも、平日しか走ってないんであればも

うちょっと本数を増やすとか、オンデマンドのやり方わかりやすくして、町民の人にしっかり使

ってもらえるようにする、とかっていうお金にあてたほうがいいのかなっていうのを思ってい

ます。 

だから今すぐ答えろってわけじゃないんですけど、この町の案もすごいいいと思うんです

けれども、その 30何億とかあるんであれば、そういうことよりも、まず町民のために、高齢

者だけじゃない子供たちのためにも使っていただけたほうが有効的なんじゃないかなと思い

ます。その辺も、考えていただければなと思います、よろしくお願いします。 

→町 確かに中井町、複数の方からも、公共交通あるいは交通の課題ってのは大きいというこ

とが出てまいりました。 

もちろん、この問題については、オンデマンドバス、免許返納も含めて、今、御高齢の方も

増えております。 

そういった方たちの足については、改めて検討も進めていこうという部分もございます。 

また、同時に、今回バス結接点を用意することによって、この路線の維持も可能になります。 

働く方も、中井に通ってこれる状況を、大型バスでやはりつくっておくというのが、このポ

イントだと思っています。 

また、本当に中村と井ノ口が一本のバスで結ばれている中で、中村のほうに、バス停がな

くなっていくことは、結果的には井ノ口から秦野に行く路線も減少し、それがまた人口流出

も、生みかねません。 

そういう意味で、中村地区と井ノ口地区、これを一体的に、それぞれの特徴のある形で整

備していく整えていくというのが、やはりポイントであると理解をしています。 

これから学校に入っていく中で、子供たちの動きももちろんありますし、しっかりと、スクー

ルバスが出せるようになるのかというのもありますし、改めて、その点はしっかりやっていく、

そして文化あるいは生涯学習も、しっかり通しながら、皆さんが学ぶ機会、今学びが減って

いるというお話もございましたけれど、新たな施設を通して、ただ三つの条件だけをクリアす

るためにつくるのではなく、そこを通して起こってくる、人の暮らしや文化の営みといったとこ

ろを、伸ばしていくというのも、これは町の仕事であるというふうに理解をしています。 

その点において、多様な効果を、産んでいく、この今回の、生涯学習施設そして、役場周辺

整備といったところの中で、いろいろな波及効果も、意図しながら、今回使える補助金等も

今のタイミングで使わせていただきながら、最小の経費で出していこうというふうに考えて

います。 

もちろん学校に入っていく中で、今半額補助金が出てくるというところもありますので、そ

こも含めながら、皆様と話合いを通して、学校の在り方、子供たちに何を伝えたいのか、そ
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の点も含めて、取組を進めてまいります。 

今までいろいろな積み残しがある中で、一つ一つ解決しているという感じです。 

それについてしっかりと御説明する機会がなかったというのも感じておりますので、そこ

も含めて、全体としてまちづくりを進めておりますので御理解いただきたいと思います。 

→町民 H 今町長が最小の経費でやっていくっておっしゃってましたけど、本当に最小の経費で、本

当に練りに練って、これだけ皆さん、いろんな問題抱えてますと、交通が便が悪いですって

私も岩倉なのですごく感じます。比奈窪までまず行けないんです。 

その中で、本当にやってほしいことが山積みなわけですよ、何かこうなったらいいなと思う

こといっぱいあるのに、まずこれをとにかくやるって言ってることもまずわからないですし、こ

れが最小の経費ですって本体工事で 26億の、ホールと図書館、ちょっと私もざっと調べた

だけですけども、九州の自治体をちょっと見聞いたりとかして、同じぐらいの床面積の図書

館とホール、15億で出来てるんです。同じコンサルですよ、うちの、ARGが関わった事業

でそれもしっかり積めれば、全然もっと削れるところもたくさんあるはずですし、まだまだこ

れ、最小の経費ですって言ってほかにこれだけ課題があるのに、こんなガラス張りの、天井

の高い吹き抜けのランニングコストもかかるようなものにつくってしまって、後で、あれも出

来ないこれも出来ないってなっては困るから、一旦とにかく立ち止まってよく考えましょうよ

って皆さん本当に不安なんですよ。 

そこ、何かどうにかわかっていただけないでしょうか。 

→町 前回前々回と、皆様からお話いただきました。 

改めて今受け止めさせていただいています。最小の経費という言い方はしてしまったん

ですけど、今回かかる金額において、その補助金等が出る上では、今回が町の負担が 1番

軽減できるチャンスであるという表現で言わせていただきましたので、御理解いただきたい

と思います。 

その点で、今やることの必要性をお知らせしたかったんですけれど、同時に今回、身の丈

に合ったものが必要ではないかという御意見もいただきましたし、一度立ち止まるという御

意見も伺ったところです。 

その中で、今回町として何ができるのかという点については、昨日もお伝えしましたとお

り、再吟味をさせていただきます。限られた時間ですが、再吟味をさせていただきます。その

中であるべき形、あるいは皆様がおっしゃられている身の丈に合った施設というところの、ど

う見つめられるのかというのを、今やっているところであります。 

その点を御理解いただきまして、同時にその中で次は学校というところもございますの

で、進めているわけなんですけれど、まず今皆様から今回三回の中でいただいた課題につ

いては、再吟味をさせていただくというところをまずお答えさせていただきたいと思います。 

町民 I 10ページのお金について、10ページには確かに 38億と出てるんですけど、これはこれ

としてね、基金を使ってやると思うんですが、このほかにも学校とかいろんな施設の統廃合

があると思って、そのときにもこの建設基金だとか、財政調整資金とか、トータル 30億ぐら

いですか、貯金を使うと思うんですけど、今後 10年間ぐらいで、その基金とか、その町の大
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きなお金の流れがどういうふうになってくとかね、それが一番にないと、これ幾ら大丈夫です

って言っても、どうしてもやっぱり心配になるんですけど、建設に当たっての、メンテナンスも

含めてね、ぴったりの数じゃなくてもいいんで、大きな 10年ぐらいのスパンがあると。 

それから 12ページなんですけど、わいがやをやってるのは広報でほとんど毎月のように

やってありますし、全部で 6回やられたとし、そのときに書いてあるのが、ひとごとからは、

わがごとへと書いてあるんで、わかります。 

私も一度も出たことないけど、やっとこう具体的に見えたんで、自分のこととして思って

ね、特にやっぱお金が 1番心配と思います。だけどこれだけの６回に多くの人が出てやって

たんだから、それなりに中身が、議論されたんじゃないかと思うんですよ。 

その上でね、そのとき、どういう議論があったのかと、もちろん災害のときに、この施設は

どういうふうに使われるのか、エアコンが何時間持ちますとかあったけど、何人ぐらいの人

が、何日間ぐらいだとか、どのぐらいのエリアにっていう、そういう議論がなかったんでしょう

か。エアコンは確かに、もちますけど、建物だって全域が持つわけじゃないと思うんですよ、

壊れると思うんですよね、ガラスだって落ちると思います。 

最低限このエリアは何人ぐらいを何日かぐらいは生活できるとか、そんな機能を持ってる

か議論はなかったか、教えていただきたいです。 

→町 多岐にわたっていると思います。 

その中で、お金について長中期的な見方がどのようになっていくのかの点。 

そして、災害時についてどうかというのは先ほど説明はさせていただいたんですけれど、

まずその上で端的に答えますと、避難場所で、学校が用意されています。 

その中で、必要な方に入っていただける状況をつくる、そしてそこにはエアコンの設備を、

来年度行わせていただきます。 

新たな生涯学習施設においても、災害時の対応ができることはありますけれど、一時的な

ものであるというふうに御理解をいただきたいと思っています。 

長期的恒久的なものについては、中学校あるいは小学校の避難場所を御利用いただくと

いう形になります。 

→町 財政計画の話を先ほどしていただきました。 

町では中期財政計画という形で、今後 5年間のこういった建物を建てていくに当たって、

例えば、その間しっかり運営出来ていくかということにつきましては、ある程度整理をしてい

た中で、対応できるというところも踏まえた中で、この事業を進めさせていただきたいと思っ

ております。 

その中期財政計画につきましては、年度が変わった段階でお示しをさせていただくと予定

しておりますので、その点については御理解いただきたいと思います。 

もちろんこの事業をやったことによって、ほかの事業が滞ってしまうということになったら

もちろんいけませんし、それも含めた中で対応ができるというような、財政推計をある程度

出した中で、今この事業を進めさせていただきたいという中で取り組んできた事業でござい

ますので、その点については御理解をいただければと思います。 
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町民 I 10ページの補足資料みたいなものは、ある程度どこかにでるのか。 

→町 はい、今後 5年間の中期財政計画というのは、年度変わった段階で、お示しをさせてい

ただきたいと思っております。 

町民 H ５年は短くないですか。 

→町 今考えられる事業についての計画をその中にはもちろん盛り込んでおります。 

10年ですと流動的な部分ございますので、そこで正確な数字を出すことっていうのは実

際難しいと私たちも認識しております。 

そこはしっかり、総合計画は今 10年スパンで構想があって、前期後期という形で来年度

から同じく動いていきますので、その事業に合わせた中で、財政も含めた中で事業展開が

できるように、御説明をさせていただきたいというふうに思っております。 

町民 H 借金返済には 20年かかります。 

→町 返済は 20年以上かかります。 

そういった借金の返済も、その財政の必要経費として見込んだ中で考えております。 

町民 J 単純に疑問がありまして、二つございます。 

1個はこのように説明会とか懇談会とか開いていただいてますし、行きました。 

ただこの意見を反映していただく。例えば、ここにいる皆さん、減額っていうのはできるの

かな、私は単純に減額を皆さんが訴えて、やっぱりもう少し経費を落とせませんかって言っ

たらば、落とせるための会、落とせるためっていうたら変ですけども、これをすることによっ

て、町はもう一度考えていただけるのかなっていうのが正直なところ。 

あと、老朽化に関しては多分中学校も同じぐらい老朽化していて、補足的に今あるとこ

ろ、対処していただくのはもちろん最善を尽くしていただいてるんですけど、結局使ってない

教室も多い、体育館の床もべこべこ、でもあそこ避難場になってるっていうのを見ると、とて

も避難場には難しいなあっていうところだったりするので、それが来年度から話があるとい

うのは、お伺いしてます。 

それがやっぱりこの借金 20年、その負債を抱えているプラスで、本当に学校の施設の

建て替えを約束していただけるのかな。ていうのが私の率直な疑問でございます。 

建て替えはどちらも必要だと思うので、致し方ないと思います。 

ただ、今近隣自治体の公共施設が叩かれてしまってるように、身の丈と町長おっしゃいま

すし、それが本当に、この中井町にとって最善なのかっていうところを、減額できるのか、建

て替えが並行してできるのか、これについて知りたいんです。 

→町 まず 1点、学校についてしっかり対応できるのかというところは、対応していきます。 

3校が 1校になるのか 3校が 2校になるのかもまだ決まっていない状況です。そして、

そこに伴う用地、皆さんがスクールバスというところを考えなければいけないというところも

ございます。 

そこについては、補助金等も活用しながら、建物、学校については、これは義務教育でご

ざいますので、しっかりと町として取り組むことであります。 

そのためにも今ここでしっかりと、町の基盤を整備していこうという心積もりであります。 
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またそれが、数年遅れてしまうとまた建て替えの時期が重なるというのも、私は恐れてい

ます。ですから今がチャンスだということも思っています。 

もう 1点目お話しします、削減が出来ないかというところございます。 

おっしゃるとおりです。これどういうふうに見ていけばいいかというと、実は、改めて、身の

丈に合った、という御意見も多くございましたので、例えば、何割かを縮減しながら、建物の

設計を再度行うということがあると思います。 

その再設計にも時間がかかり、また同時に、今私たち反省してるのは、なるべく皆さんに

情報提供しようと思ったけれど、わいがやだけでは不十分だったよっていうことも御指摘い

ただいたところです。 

そこを再設計するんであれば、改めて、そういう町民の皆様にお知らせをする、あるい

は、しっかりともんでもらう組織というのもつくらなければいけないと考えます。またそれを

通して、数年設計にかかるかもしれません。 

そしてその間に、また、価格高騰はしていってしまいます。縮減したとしても、もしかしたら

価格高騰で同じような金額がかかってしまう。 

しかも、数年後には、その補助金がなかなか得られない状況もあると私は理解しています

ので、今建てるチャンスがあるんだということもあります。 

小さくしても、お金はまた大きくかかってしまう。そこをもっともっと小さくできるのかって

いうところで、そうするとじゃ、改めてこの建物、どう見ていくのかっていうところもあります

ので、そこも含めると、今流れとしては、学校、次にかかっていく上では、この機会につくると

いうプランではあります。 

その上で、今回皆様からいただいた御意見をもう 1回受け止めて、再吟味をさしていた

だく中で、その価格のループのどつぼに入らないように、あるいは、それでもやるんだ、そこ

でも、まず皆さんの意見をしっかり聞きながらやろうっていうことも含めて、考えていますの

で、御理解をいただきたいと思います。 

町民 

 

町民にこの計画を何も説明しないでやってきちゃったから、役場の責任でしょ。町民の責

任じゃないですよ。 

→町 町民の方の責任ではございません。 

私どもがしっかりとお伝えをしてこなかった段階もございましたので、その点については、

御不安と御心配を与えているという部分でおわびを申し上げます。 

今後学校等も含めてやる上で、このリカバーができるんであれば、この施設に関しても、

情報をしっかりと皆様と共有させていただきながら、利活用もしくは運営についても、いろい

ろ意見がちょうだいできるよう、もっと活性化できるよう、取組みたいと考えております。 

町民 K 先ほどの九州の方で 15億建てたと言われた話、人件費が違うかもしんないけども、九州

の自治体は人口 3万 8000人ですよね。その中で何で(中井町が)そんなお金かけなきゃ

いけないの。 

→町 今回、生涯学習複合施設というところでございます。 

九州の自治体の施設がどのような施設だったか、失念してしまってるんですけれど、その
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中で、やはり今回、多目的ホール、あるいは、郷土資料館機能を持った部分、さらには、図書

機能という部分では、やはりそれなりの金額がかかってまいります。 

その上で、今数字は出させていただいたというところです。 

町民 K 素人が考えて確かに規模はいいんだけども、お金がかかってんのって建物の形でしょう

よ。ある人が、あれは宗教みたいだ、10.5倍かかるよって言われたよ。なんでこんなに金か

けなきゃいけないのよ。 

町民 E 町長、他から聞いたんですが、設計事務所の方って町長の 5年下の後輩なんですか。 

→町 コンサルタントに入ってる方は、学校が同じですが、知り合いとかつながりがあったわけで

はないです。 

あくまで仕事上の中で、私が出会った方であります。ですので、誤解を受けているよう

で、もちろん設計者とも何のかかわりもございませんし、公募型のコンペという形でしっかり

と決められていますので、そこには何のつながりもございません。 

何か誤解を受けているようで申し訳なく思いますけれど、あくまで随意契約という形はし

ましたけれど、その点も評価してのところでございます。 

町民 L 20年 30年後と、人口形態をちゃんと考えて、プランの中に入れてるんでしょうかね。 

例えば 20年後と、借金返し終わった 20年後の中井町の人口形態がいくつでね、つい

で、児童数は、例えば小中学生何名とか、この計画の中で当然入ってるんでしょうね。 

→町 配慮した中で取り組んでいます。 

町民 L 具体的に言ってください。 

→町 人口減少については、ある一定の数字もございますし、計画等もございますので、その上

で、整合性をとりながら、人口推計に基づいて、触れさせていただいています。本構想には

入っています。 

町民M 少子高齢化ってのは中井だけじゃなくて、日本全国どこもそうだと思うんですけども、こう

いう施設とか、そういったもの、近隣の市町村との連携というようなことは考えられないんで

しょうか。 

中井町だけでこれだけのお金使うんじゃなくて、私なんかが井ノ口ですと、中村行くより

も、二宮良く方が簡単なんですよね。 

それと続いて図書館なんか二宮の図書館行くとか、そういったことやってるんですけど。

そういったこと全町民の意見を聞いてもらったらいいんじゃないかと思うんですけどね。 

→町 図書館と文化施設の共同利用は、広域利用というのがございます。 

それは御利用をしていただいていますし、本町にも利用されている方、町外からの方もお

られると理解をしています。 

そこで、町として持つところの必要性、生涯学習の図書館の広域利用という議論もありま

すけれど、やはり図書館というものが、私たちの暮らしの中での、町の発信場所であり、住

民の方の交流、今回つくらせていただいた計画にもありますけれど、交流や、体験、そういっ

た学びというところの場をしっかりと持つというのが、この町に必要であると。そしてそれは、

改善センターを、さらによくした形での、御提供、御提案であると理解をしていますので、よ
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ろしく、御理解いただきたいと思います。 

町としても生涯学習を推進していく一環の中で、その取組をしております。 

町民N この施設の予算、やっぱり気になるところはお金の問題。 

いろんなことが見えてきて、やっぱり 1人でも多くの町民の方に聞いてもらいたかった。

でも保護者とかはやっぱり夜出てこられない。リモートをして、そのあと町民の一人一人の

意見、アンケートをとるってことはすごく大事だと思うんですけど、そのことについてはどうい

うふうにお考えなんでしょうか。 

→町 賛成の方も反対の方もおられる、また、十分に情報が伝わってない方もおられる状況で

はあると理解をしています。 

その中で、それをもとに御不安を与えている、今回皆様とお話しできることを通して、御理

解を深めていただけるということも、期待をしているところであります。 

なるべく多くの方に状況を知っていただくということは、努力を続けていきたいと思ってい

ますので、また今回、多くの方の御意見もいただきながら次回の、昼間も使った形の取組を

しますので、よろしくお願いします。 

→町民N 町長さんの努力という期間はどのぐらいなんですか。1年かけて考えられることなんでし

ょうか、それとも早急にその工事を着工していくことなんでしょうか。 

→町 私たちとしてはこの 2年来、わいがやサロンなどを通しながらなるべく町民の方にも触れ

ていただきながら、利用する方たち本位での計画、またそこでの建物というのをつくってきた

つもりではございます。 

その上で、なかなか、希望がかなわなかった方もおられるかもしれませんけれど、そのよ

うな形でつくってきて、今、お金の問題も含めて、整えながら、着工の段階に来たというとこ

ろではございます。 

その上で、今回お話合いをさせていただきました。 

御指摘のとおり、知らない方もいるという部分もございますし、その点について、立ち止ま

るという御意見も、多くの方にもいただいているところです。 

どこまで再吟味という言葉を何度も申しますけれど、どこまで、今、この一連の議論を通

し、お話合いを通して、どこまで戻るべきかというところも少し見ながら、それでもこの部分

でやっていくっていうところも視野に入れながら、本当に一つ一つ御意見吟味をしながら、

お気持ちを受け止めながら、改めて考えますので、そこは限られた期間ではありますけれ

ど、真剣に考えますので、まず次回懇談会の形の中でお知らせをしていきたいというふうに

考えています。 

町民O 戸村さん、そこまで考えていただけるんであれば、とどまってくださいよ。 

あなたは町長になるときに、改善センターをどういう形で改良すれば、この施設を使える

んじゃないかっていうことでやられたと思うんですよね。 

いつの間にかどういうあれか、お友達の関係で横田基地の瑞穂町に見学などをして、瑞

穂町っていうのは、米軍の横田基地のある町なんですけども、ベトナム戦争の時代から非常

に米軍の資金が、町に補助金として出てまして、いろんなベトナム戦争の犠牲者などをいろ
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いろ再生したりとかね、アメリカに送り返すための町で、やっぱりあれだけの施設をつくって

おられるわけですよね。 

そこを見学して、私は行かなかったたんですけども、それで、やっぱり立派な施設だなって

いうことで、この契約が進んでいったと思うんですよね。 

私もあの、正直言ってわいがやサロンに一応顔出しさしていただきました。立派に将来的

に考えたら、こういう施設は考えられるんだ。だけどもうやっぱり身の丈にあった、本当の施

設なんだろうかっていうことで、今考えると 20億もね、孫や子供たちに全部借金返済を託

すようなことをやっていいのかどうかですよ。 

やっぱり将来消滅する、この可能性がある市町村で、神奈川県で 2番目だっていうこと

を聞いてびっくりしたんですけども、やっぱり中井町がどんどんどんどん人口減少してるわ

けですよね。 

高齢者がたくさんいるから、もうそのうちに高齢者は、我々はあの世に行ってしまうわけ

ですけども、みんなその孫や子供たちに借金を、背負わせるのか。 

もっともっとねえ、身の丈に合ったようなね、やっぱり調整を考えるべきだと思うんです

よ。 

本当にがっくりしてしまいました本当に。やっぱりそこまで、考え直す気があるんだった

ら、留まってください。 

→町 御意見として伺わせていただきます。 

今回改善センターの公約では、既存の場所で更新と書かせていただきました。 

これは新しくするということで、確かに議会でもこの部分はどういう意味なのかっていう質

問があったんですけれど、更新という言葉は建てかえるというところではあったんです。 

誤解を与えてしまったかもしれませんが。 

ここについてはプロセスについては、どういうふうに、建物が変わったかっていうのは議会

にも報告をしております。その中で、事業としては、1年 2年とお認めいただきながら進めて

きたのも事実ですので、、ぜひともプロセス話せればいいんですけれど、それをまず御理解

いただければというふうに思います。 

立ち止まるという点について、改めて今回の話合い、あるいは御意見をいただきながら、で

は、どういった皆様のお気持ちだったのかっていうところも改めて確認をしつつ、あるべき姿

というのは、再度再吟味をさしていただきますので、御理解いただきたいと思います。 

町民 P 二つばかりお伺いさせてください。 

この 38億円の予算が出てますけど、今までこの件について関わった費用はお幾らぐら

いありますか。この中に入ってますか、 

もう一ついいですか、20ページのイメージ図の中の右の上のほうの三角の時点がバス

ロータリーと、運転手さんの、休憩場所等ありましたよね。 

私も高齢者で今車に乗ってますけど、出かけるのも減っちゃってる。井ノ口ですから、中

村のほうの方と比べたらね、本当に何か余り文句も言えないんですけど、ここの予算、土地

とか、バス事業者さんとの話でどのくらいの予算になってるか、この中には入っていませんよ
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ね。 

ちょっとそれをお伺いしたいと思ってます。よろしくお願いします。 

→町 前段でかかった金額については生涯学習課長からお伝えをします。 

バス事業者との試算について今ちょっと申し上げるのがありませんので、バスの関係につ

いては、少しちょっと宿題にさせていただく、もしくは、バス事業者との関わりもございますの

で、今、試算をしているところであります。 

→町 今までこの件に関わった費用ということのお尋ねについてで御回答させていただきたいと

思います。 

令和 6年度から検討を進めてきてまいりましたので、令和 6年度 7年度ということで、2

か年で 2億 7900万ほど、この 38億とご提示した額とは別に 2か年でその程度の費用

がかかってるということでございます。 

町民Q すいませんちょっと時間も時間なので手短に御回答もない、いろいろな形で御質問させ

ていただきます。 

私、移住者でして 8年前から進んでおります。このまちがかなり好きになりまして、いろい

ろと興味を持って、いろんなもの見てきました。わいがやにも何回も参加しまして、最初は

50人ぐらいだった参加者が最後は 15名ぐらいかなというところで、私も最後まで残ったも

のなんですけども、 

移住者として特に思ってるのが、町バーサス町民みたいな構図が結構見受けられるなと

いうことは、私感じております。バーサスじゃなくて、WITH ということで、一緒につくり上げ

ていくものだと私は思っているので、移住者としてできることは、そういったところはやらせ

ていただきたいなと思っているところでございます。 

私、わいがや出まして、現状一旦ストップしてほしいというのが、要望なんですけども、わ

いがやとか出て最終的に 12月の議会に対して陳情書を出しまして、それが議会で通って、

町長のもとにも届いているかと思うんですけども、結局議会、行政、これ両方の合意があっ

ての進む話だとは思っているんですけども、何か昨日の説明会を聞きますと、議会はまだ予

算通ってないけども建てるだとか、そういったことをちょっと、私はそう感じました。そんなこ

とができるのかなということは、正直に考えてしまうところです。 

私も、2月の末に、西湘で移住者のコンシェルジュの移住ツアーという、この中でちょっ

と、移住者に対して、中井町いいとこですよっていうのを伝えていきたいと思ってるんですけ

ども、ちょっとこの状況だと、自信持って言えなくなっちゃうなというのがございますので、一

旦立ち止まっていただいて、もっと私、たくさんここに人が住むように頑張っていきますの

で、そういった町にしていただきたいなというのが、私の思うところでございます。 

チラシを作って配っているんですけども、やっぱりこんなことやめろとか、そういった声も

いただきますけども、署名活動やってるんですけども、やめろとかいう声もいただきながら、

名前も電話番号も晒しながらやっておりますけども、そんなことまでしないと、止まっていた

だけないのかという思いがございますので、そんなことしなくても、町民と行政が密でやって

いけるような体制をしていただければと思っております。 



21 

 

→町 本当にその点、申し訳ないです。おっしゃるとおりだと思います。 

可能な限り御意見を受け止めさせていただく中で、やはり私にとっても原点は本当にそこ

でございますので、改めて許されるならばそこをしっかりと見極めながら、もう一度再吟味

をさせていただくつもりです。 

また同時に、幸い、中井町、社会増を今達成しておりますので、そこを、これは皆様のおか

げで、あるいは、本当に関心を住みやすさで来てくださる方もおられます。 

そこを伸ばしていくというのが、やはり最大の課題だと思っていますので、その点について

も、御一緒に取り組んでまいろうというふうに思っておりますので、よろしくお願いをいたし

ます。 

いずれにしましても、本当に、冒頭申しましたとおり御心配御不安を与えているのが、事

実でございます。 

そこを、解消する、そして御理解いただく状況をつくっていく、そうでなければ、やはり進

められないということも、十分に理解をしております。 

その点におきまして、今回、3日間ちょうだいいたしました御意見、改めて、検討、あるい

は吟味させていただく中で、本当に何が私たちできるのか、町としてできるのか、また皆様と

ともにできるのかというところを、最近見さしていただこうと考えておりますので、改めて御

理解を賜りますようお願い申し上げて、御回答とさせていただきます。 

 

 


